
まえがき＝近年，地球環境保護の観点から，自動車の車
体軽量化による燃費向上が要求されている。また，同時
に自動車事故での乗員保護の観点から，車体構造の強化
も求められている。使用する鋼板の板厚増加や補強部材
の追加により車体の強化は可能であるが，車体重量の増
加となる。こうした相反する要求の達成には，センタピ
ラーなどのボデー骨格部材に高強度鋼板の採用が必須と
なりつつある

1）。 
　一方，鋼板の高強度化はプレス成形性の劣化といった
課題を抱えるため，成形性のよい高強度鋼板の開発が求
められている。そのため，要求されるプレス成形性に応
じた特性を発現させるべく，フェライト―マルテンサイ
ト鋼板やフェライト―ベイナイト鋼板といったミクロ組
織を複合化した高強度鋼板が開発されている �








